
日本地球化学会ニュース

No.188 March 2007

Contents
２００７年度日本地球化学会年会のお知らせ�１……………………………………………２

日本地球惑星科学連合２００７年大会のお知らせ…………………………………………２

学会関係報告………………………………………………………………………………４

GJ電子化アンケート結果報告

学会からのお知らせ………………………………………………………………………６

学会幹事電子メールアドレスの変更

学会評議員会議事録………………………………………………………………………６

２００６年度第３回

学会・研究会などのお知らせ……………………………………………………………１０

三朝国際インターンプログラム２００７（７／２～８／１０）

第１２回放射化分析の最近の動向に関する国際会議（MTAA―１２）（９／１６～２１）

人事公募……………………………………………………………………………………１１

首都大学東京大学院理工学研究科分子物質化学専攻助教・１名（５／７〆切）

院生による研究室紹介No．５ …………………………………………………………１２

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻地球化学講座

女性研究者に聞くNo．５ ………………………………………………………………１４

独立行政法人海洋研究開発機構地球環境観測研究センター

地球温暖化情報観測研究プログラム古海洋環境復元グループ

サブリーダー 原田尚美

日本地球惑星科学連合ニュース No．０４

― 1―



２００７年度日本地球化学会年会のお知らせ�１

会期：平成１９年９月１９日�～９月２１日�
一般の方を対象とした日本地球化学会公開講演

会，若手研究者（大学生・大学院生）を対象と

した第２回地球化学会ショートコースも開催の

予定です。これについての情報は次号のニュー

スでお知らせします。

会場：岡山大学一般教育棟

岡山市津島中２―１―１

岡山駅下車・駅西口より徒歩約３０分またはバス

約１５分「岡大西門」

岡山駅乗換・津山線法界院駅下車徒歩約１０分

ホームページアドレス：次号のニュースでお知らせし

ます。

内容：課題討論，一般講演（口頭発表とポスターセッ

ション），学会賞受賞講演，総会，懇親会

締め切り：講演申し込み ６月２７日� １４：００まで

（開始は３週間前６月６日� １４：００から）

講演要旨提出 ７月２５日� １４：００まで

（開始は２週間前７月１１日� １４：００から）

参加申し込み ８月２９日� １４：００まで

各種申込みの日程と時間が指定となっておりますの

で，期日に遅れないようにするとともに，時間にもご

注意願います。また，これらの申込は，いずれも学会

のホームページ上から行うことを検討しています。詳

細は，次号のニュースをご覧ください。

課題討論の課題を募集いたします。そのほか，夜間

の研究集会も可能です。メールで申込をしてくださ

い。締切は両方とも５月６日�です。課題討論を計画
される方は，予め主幹となる講演者のめどを付け，そ

の課題での一般申込があればそれを受け入れてくださ

い。課題討論の課題名と担当者名は，次号のニュース

に掲載いたします。

年会連絡先：

〒７００―８５３０ 岡山市津島中３―１―１

岡山大学理学部地球科学科 千葉 仁

Tel：０８６―２５１―７７８１，Fax：０８６―２５１―７８９５

E-mail：hchiba@cc.okayama-u.ac.jp

日本地球惑星科学連合２００７年大会のお知らせ

日本地球惑星科学連合２００７年大会に関しましては，

２００７年連合大会ホームページ http://www.jpgu.org/

meeting/および，日本地球惑星科学連合ニュース（本

ニュースの後ろに掲載）をご参照下さい。

各種お申込の日程・締切，料金の詳細：

http://www.jpgu.org/meeting/fee.html

会場への交通アクセス・近隣宿泊施設のご案内：

http://www.jpgu.org/meeting/access.html

２００７年大会ポスター：

http://www.jpgu.org/meeting/2007finalposter.pdf

◎「大懇親会」を開催します！

これまでの懇親会（ビアパーティ）と連合パー

ティーを統合した，「大懇親会」を企画しました。

日時：５月２２日� １８：３０～２０：３０

場所：１階レストラン 定員２００名

会費：（事前）一般４，０００円，学生１，５００円

（当日）一般５，０００円，学生２，５００円

＊会費は当日会場受付にてお支払い下さい。

＊事前のお申込は，大会の事前参加登録画面のみに

て受付いたします。

＊定員に達し次第締め切らせていただきますので，

お早めにお申込下さい。

◎アルバイト募集について

２００７年大会も，大会へご参加される学生の皆様を中

心に，開催期間中，余裕のある時間に運営をお手伝い

ただける方を募集します。

応募方法・応募先・詳細につきましては，大会HP

にて公開致します。多数のご応募をお待ちしておりま

す。

募集期間：３月中旬予定 アブストラクト締切のち

プログラム確定後

セッションの案内
●レギュラーセッション「固体地球化学・惑星化学」

２００１の合同大会以来，６年間レギュラーセッション

「固体地球化学・惑星化学」を行って来ました。今年

度も開催しますので，多くの方に参加していただくこ

とを期待します。セッション情報は http://www.jpgu.

org/meeting/index.htmで見ることができます。
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このセッションは，隕石や地球物質等の天然試料や

実験生成物に関し，化学組成や存在形態，同位体比を

用いた議論を行うことで，地球で発生する様々な過

程，地球・惑星の進化，太陽系の成因等，過去４６億年

間で起こった現象について多角的に議論する場にした

いと思います。地球化学に限らず，地質学，岩石学な

ど複数の分野からの講演者が集まって学際的な議論が

できればと考えています。

春のセッションでは，大学院生を含んだ若手研究

者，他学会の研究者が自由に討論できる雰囲気作りに

努めたいと思います。多くの方がた，特に若手の方に

是非参加していただければと思います。ご意見等あり

ましたら，下田玄（h-shimoda@aist.go.jp），鈴木勝

彦（katz@jamstec.go.jp），山 下 勝 行（kty@misasa.

okayama-u.ac.jp），松本拓 也（matsumoto@ess.sci.

osaka-u.ac.jp）までお寄せ下さい。

●レギュラーセッション「水循環・水環境」

水循環・水環境は分野を横断した重要なテーマとし

て７学会が公認して開催が決まり，２００２年度の地球惑

星合同大会から始まった複数学会共同開催のセッショ

ンで，水文・水資源学会，日本地下水学会，日本地球

化学会，日本水文科学会の４学会のレギュラーセッ

ションとして共同開催されています。

このセッションでは，河川や地下水，蒸散や蒸発に

関する水循環プロセス，流域や地球規模の水蒸気輸

送，水資源としての水質や水量の問題など様々で，

様々な時間・空間スケールの研究発表が様々な分野の

研究者により行われています。水同位体比や溶存イオ

ンのデータを取り扱ったものも数多く発表され，異分

野・異なる学会に所属する研究者が集まり，交流が活

発に行われています。また，水は人にとって不可欠な

物質であり，地球表層の物質循環という視点に加え，

人にとっての資源としての視点からの発表も含まれて

います。

水循環・水環境のセッション（H１２４）についての

ご意見，お問い合わせは杉本敦子（sugimoto@star.dti

2.ne.jp）までお願いします。多数の研究発表とセッ

ションへの参加をお待ちしています。

●レギュラーセッション「大気化学」

２００７年度大会から新しく「大気化学」レギュラー

セッションが始まります。

〈概要〉

対流圏および成層圏の化学・輸送・物質循環に関す

る研究発表を中心に募集する。バックグラウンド大気

～都市大気，モデリング・観測・実験室的研究，ガ

ス・エアロゾル研究全てを対象とする。なお，大気化

学研究会を中心として開催するが，連合大会における

開催を意義深くするべく，共同開催の各学会等におい

て従来行ってこられたような大気化学関連の発表も大

いに歓迎し，将来の研究接点を模索したい。

（http://earth2007.jtbcom.co.jp/session/f118.html）

概要提案母体：

大気化学研究会，地球電磁気・地球惑星圏学会，日

本気象学会，日本地球化学会（順不同）

大気化学セッション日程：

２００７年５月１９日�～２４日�のうち２日間程度の見込
み

関連分野の研究者の皆様におかれましては，積極的

なご参加をよろしくお願い申し上げます。

大気化学研究会 運営委員会

http://www.stelab.nagoya-u.ac.jp/ste-www1/div1/

taikiken/

●特別セッション「始原惑星物質研究の新展開：ス

ターダスト＋α」

セッション記号：P２２３

コンビーナ：三河内岳，中村智樹，土山明，向井正

セッション概要：２００６年１月に NASAのスターダス

ト探査機によりWild２彗星の塵が地球に持ち帰ら

れた。本セッションでは，これまで得られたWild

２彗星塵の分析結果と，彗星塵に関連の深いコンド

ライトや宇宙塵などの幅広い始原惑星物質の研究結

果についての発表を募集する。これら現段階での研

究成果を基に，はやぶさ２で期待される成果などを

交えて，今後の始原惑星物質研究に関しての新たな

展開について幅広く議論を行いたい。（詳細は，

http://earth2007.jtbcom.co.jp/session/p223.html）

●「地球惑星科学の教育とアウトリーチ」（短縮名：

「教育とアウトリーチ」）

一昨年までの「地学教育」セッション，昨年からの

「教育とアウトリーチ」を経て，本セッションでは，

引き続き小～大・博物館・一般への知識普及に関する

「地球惑星科学」に関する教育研究を取り扱います。
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この中には，研究者と教育者との関係を構築するこ

とだけではなく，研究者間でのアウトリーチ情報の共

有をはかることも含まれています。

さて，今年度は一般公開セッションとなりました

が，セッション冒頭で日本地球惑星科学連合の提案し

た「教養理科（仮称）」の思想を反映した授業例の提

案を，招待講演の形で行います。この後，一般講演者

の講演を行う予定です。

なお，開催会場・日程の都合上，一般講演者の講演

は，内容に応じてポスター発表へまわっていただく場

合があることをご理解願います（開催の日時は申し込

み終了後に決定になります。参加者に教育関係者が多

いことに配慮して，昨年度は，日曜日に POSTER

セッションと口頭セッションの双方を実施しました。

今年度も日曜日に実施される可能性が大きいです）。

１．講演申し込み・投稿料について

招待講演，一般講演ともに，予稿集原稿の投稿

は，以下の連合大会のサイトの「予稿集原稿投稿」

ページからお願いします。本セッションのセッショ

ン番号は「A００４」，セッション名は，「地球惑星科

学の教育とアウトリーチ（旧地学教育）」です（短

縮名：教育とアウトリーチ）。

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

投稿締め切り等については，上記HPにある期日

となりますが，本セッションが一般公開セッション

になったことを受けて，本セッションに関する投稿

料は無料となっております（昨年との大きな違いで

す）。

２．参加料

本セッションが一般公開セッションとなったこと

を受けて，本セッションの聴講に関して参加費は無

料となります（これは昨年同様）。

なお，その他のセッション（ユニオン（U），レ

ギュラー（R），スペシャル（S））を聴講いただく

場合には，小中高校教員の方々が連合大会に参加し

やすいように参加費を減額する措置を採っていただ

けることになりました。

「個人情報登録」で，ご身分を変更（“一般”→

“小中高教員”）していただきますと学生料金と同

額になりますので，どうかご利用ください。

http://www.jpgu.org/meeting/fee.html

補足 日本地球惑星科学連合２００７年大会では，公開

セッションとして，

「２１世紀のフロンティア」

「高校生によるポスター発表」

「地球・惑星科学トップセミナー」

「地球惑星科学の教育とアウトリーチ（旧地学教育）」

「キッチン地球科学」

が予定されています。これらの公開セッションは無料

で参加できます。

世話人：

宮嶋 敏（埼玉・本庄高）

瀧上 豊（関東学園大）

中井睦美（大東文化大）

問い合わせ先：

宮嶋 敏（埼玉・本庄高）

miyajim@mail3.alpha-net.ne.jp

学会関係報告

●GJ電子化アンケート結果報告

平成１８年１０月１日から１１月３０日まで，GJ電子化に

関する以下の４項目についてアンケートを行いまし

た。GJ電子化アンケートにお答え下さった皆様，有

り難うございました。最終的な集計結果をお知らせい

たします。この集計結果を踏まえて，今後幹事会を中

心に議論を行っていきたいと思います。

１．会員の種類をお答え下さい。（回答数１１７）

一般正会員：１０３

シニア会員：２

学生会員：１０

学生会員（修士

パック）：２
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２．年齢についてお答え下さい。（回答数１１７）

２０歳代：２０

３０歳代：４０

４０歳代：２８

５０歳代：１７

６０歳代：７

７０歳以上：５

３．Web会員への変更の可能性についてお聞かせ下

さい。（回答数１１７）

・現状の会費で

もWeb会 員

へ変更しても

よい：６０

・正会員９，０００円，

学生・シニア

会 員４，５００円

な ら ばWeb

会員に変更し

てもよい：３

・正会員８，０００円，学生・シニア会員４，０００円ならば

Web会員に変更してもよい：９

・正会員８，０００円未満，学生・シニア会員４，０００円未満

ならばWeb会員に変更してもよい：２９

・会費に関係なく，出版物の受け取りを希望する：１６

４．地球化学に綴じ込みの「ニュース」の発行につい

てお答え下さい。（回答数１１７）

・ホームページによ

り情報を取得でき

るので，印刷版は

必要ない：６９

・従来通り，印刷版

が必要：１５

・印刷版があって

も，無くてもどち

らでも構わない：

３３

〈その他のご意見〉

１．印刷媒体は必要ありませんが，普段からホーム

ページにアクセスする習慣がないので，ジャーナル

の目次をメールマガジンで頂けると助かります。

２．アンケートを実施するために，担当された方の時

間とエネルギーが使われたと思います。まず，その

方に一会員としてお礼を申し上げます。以下にすこ

し気づいた点を書かせてください。前文だけで

は，３の会費の質問がすこし唐突な感じがします。

科研による助成金はこれまで幾らいただけていて，

１，０００部の冊子の出版にはいくら費用がかかり，そ

れを電子媒体のみに限定すれば，いくらに軽減され

るのか。また，仮に冊子を５０部だけ作ると幾らかか

るのか。単に会費が幾らなら，冊子はいらないとい

う判断のみではなく，学会の財政をどう捉えるかが

問われるべきで，そのためには，このような細かな

支出（シミュレーション）データの提供があってし

かるべきだと考えます。ついでと言ってはなんです

が，和文誌「地球化学」との関連も同時に議論すべ

きかと思います。科研費の出版助成金とは関係ない

のでしょうが。書きたい放題をお許しください。

３．学会への寄与は皆無ですが，GJなど，同僚と共

に読ませていただいております。それが，パスワー

ド付きのWeb閲覧になっても，企業に勤めるもの

としては認めざるを得ない時代の流れと考えていま

す。皆様の益々のご発展を！

４．研究の発表は研究で得られた結果を皆の財産にす

る唯一の方法であります。しかし研究者数が一昔に

比し恐らく１０倍近く増えた現在雑誌を出していたな

らばその費用は上昇せざるを得ませんし，学会の命

取りになります。問題は学会が良しとして受理した

論文をインターネットから必要箇所だけ印刷しても

相当のボリュームになります。この点の解決策が出

れば大賛成でインターネット利用の方針を推進して

ください。

５．印刷媒体は目の前に届けられるので，必ず目を通

す。Web出版は無精者に厳しい。

６．Web上で ID &パスワードを入力すれば確実に

バックナンバーにアクセスできるようにしてあれ

ば，印刷物はなくてもよいです。

７．「会費に関係なく，出版物の受け取りを希望す

る」を選択しましたが，それも１万５千円くらいが

上限です。学生会員は基本的にWeb会員とし，会

費を低く抑えると入会を促しやすくなります。教員

としての私は，学生に見本誌を見せる意味でも，手

元に印刷体が欲しいです。
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８．一旦会費を下げると，上げづらくなると思います

ので，現状の会費のままにしていくことがよいと思

います

９．現状の会費でもWeb会員へ変更しますが，会費

が下がった方が会員数は増えるように思います。

１０．１）経費削減の観点からは「掲載するニュース内

容の選択」があっても良いのではないでしょうか？

２）GJは，とても良く読まれているとおもいま

す。逆転の発想かもしれませんが，電子ニュースに

新しく発行された GJ論文の和文抄録を『和文ヘッ

ドライン』として紹介したらたらいかがでしょう

か？ やや分野の異なる国内の会員が『おや，こん

なに面白そうなのが載っている』とより一層目が

GJに向くとおもいます。

１１．電子化した雑誌は何年か毎にまとめて，CDや

DVDなどの電子媒体で配布することもご検討下さ

い。

１２．電子化については，基本的に賛成である。

学会からのお知らせ

●学会幹事電子メールアドレスの変更

最近，学会幹事の電子メールアドレスに多数の迷惑

メールが届いております。そこで，平成１９年１月４日

より，各幹事の電子メールアドレスを以下のように変

更いたしました。旧メールアドレスは，平成１９年１月

一杯をもって廃止いたしました。アドレス帳などの情

報の変更を宜しくお願い申し上げます。

旧 新

学会長 kaicho@geochem.jp→president@geochem.jp

副会長 fuku@geochem.jp→vice@geochem.jp

庶 務 shomu@geochem.jp→affairs@geochem.jp

会 計 kaikei@geochem.jp→treasurer@geochem.jp

行 事 gyoji@geochem.jp→event@geochem.jp

ニュース news-info@geochem.jp→news-hp@geochem.jp

会 員 kaiin@geochem.jp→member@geochem.jp

なお，地球化学幹事（chika@geochem.jp）と GJ

幹事（gj@geochem.jp）には変更はありません。従来

のアドレスが使用できます。

以上，宜しくお願い申し上げます。

学会評議員会議事録

●２００６年度第３回

日時：２００６年９月１２日� １６：００～２０：００

場所：日本大学

出席者：松田准一会長，蒲生俊敬副会長，赤木右，中

井俊一，平田岳史，益田晴恵，山本鋼志，小

畑元，植田千秋（以上幹事），天川裕史，石

橋純一郎，岩森光，河村公隆，田上英一朗，

海老原充，千葉仁，角皆潤，永井尚生，張

勁，日高洋，村松康行（以上評議員），松久

幸敬（監事）

１．２００６年度第２回評議員会議事録を承認した。

２．報告事項

２―１ 庶務（植田幹事）：【研究助成等】２００６年度第２

回鳥居基金に９件の申請があり，国内集会として大

場武会員（TE―４７），海外渡航として小松大祐会員

（TE―４８），中山典子会員（TE―４９）に助成金交付

手続きを行なう。【後援・共催等】（共催）「第４３回

アイソトープ・放射線研究発表会」（７／６～８，東

京・日本青年館），「２００６年日本地球惑星科学連合合

同大会」（５／１３～１８，幕張メッセ）（プログラム委員

として下田玄会員，鈴木勝彦会員，角皆潤会員）。

【幹事会】２００６年９月４日� １３：００～ 第３回評

議員会の議事内容について整理した。（出席者：松

田，蒲生，小畑，中井，平田，山本，植田）

２―２ 編集

２―２―１ GJ（赤木幹事）：GJ Vol．４０No．４を８月下旬

に地球化学と同時発送した。Vol．４０No．４では出

版までの待ち時間を減らすため，ページ数を増やし

た。本年度の受理論文数は６１編で，そのうち４編を

受理，１７編を却下，１件が保留，３９編が審査中であ

る。２００５年のインパクトファクターが０．９１３と発表

された。独立行政法人科学技術振興機構（JST）に

よる電子アーカイブ対象誌に，GJが選定された。

これにより，J-Stageへの過去全巻が無料で電子化

される見込みである。

２―２―２ 地球化学（益田幹事）：第３９巻第２号を６月

に，第３号を８月に発行した。第２号の内容は，原

著論文２編，受賞記念論文３編，博士論文抄録１編

で，第３号の内容は，一般投稿として原著論文５

編，特別号「炭酸塩の化学」として概説論文４編，

原著論文４編である。次号は１２月上旬に発行予定で
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ある。蒲生前編集長が受け付けた原稿は，３号に掲

載される原著論文１編ですべて処理が終わった。

２００６年度にはいって，８月２９日までの編集状況は以

下の通りである。受理済みのものは，原著論文１

編，概説論文３編，博士論文抄録２編で，査読中の

ものは原著論文２編，概説論文１編，却下は原著論

文２編である。電子投稿規定を従来の投稿規定に加

える作業については，平成１９年９月の年会時に開催

する編集委員会で最終案を作成し，平成２０年２月の

評議委員会で承認を得る予定である。最近の傾向と

して，若年層の投稿論文で，質の向上が顕著であ

る。一方で審査中の論文の件数が現在減少してお

り，若年層に対して研究成果を原著論文として投稿

するように勧誘することが望まれる。ページ数増に

伴う印刷費の増加については，編集委員会として今

後対策を検討する

２―２―３ ニュース・HP（山本幹事）：ニュース No．１８５，

１８６はそれぞれ地球化学 Vol．４０No．２，３に綴じ込

みで，６月上旬，８月下旬に会員に発送済みであ

る。No．１８７は１０月下旬原稿締切で，１２月上旬発行

の予定である。学会ホームページの「入会案内」

に，新たに「学会員の特典」をアップするととも

に，随時，新規情報の更新を行った。ニュース電子

メール版を，前回の評議員会後，No．５５～８５の３１回

（８月２９日現在；学会からの連絡２件，年会関連の

お知らせ１３件，公募情報１０件，シンポジウム等３

件，その他情報３件）配信した。年会ホームページ

を国際文献印刷サーバー内に設置するとともに，

２００６年会の講演申込・要旨受付ならびに参加申し込

みを，国際文献印刷に新たに構築した大会受付シス

テムを利用して行った。

２―３ 行事（平田幹事）：日本地球惑星科学連合２００６年

連合大会が幕張メッセで開催された（５月１４～１８

日）。１０９件のセッションに対し２，７００件の発表があ

り，参加者は約４，０００名であった。次回の連合大会

は，２００７年５月１９～２４日に幕張で開催される予定で

ある。２００６年ゴールドシュミット国際会議がオース

トラリア・メルボルンで開催された（８月２８日～９

月１日）。９／１の Plenary Sessionにおいて GJ賞の

授賞式が行われた（授与者は蒲生副会長，Citation

は Q. Z. Yin博士による）。次回のゴールドシュ

ミット国際会議は，ドイツ・ケルンで開催される予

定である（２００７年８月１９～２４日）。今年度の日本地

球化学会年会が，９月１３～１５日に日本大学で開催さ

れる。来年度の年会は岡山大学で開催予定（２００７年

９月１９～２１日）である。第１回日本地球化学会

ショートコースを年会時に開催する（２００６年９月１２

日）。今年度の講演は鈴木勝彦氏，奈良岡浩氏，山

本鋼志氏，野尻幸宏氏，松田卓也氏に依頼した。参

加者は４９名（会員２６名，非会員２３名）であった。第

二回ショートコースを岡山での年会に合わせて開催

する予定である。講演内容，プログラムについて

は，今回行ったアンケートを参考に決定する。

２―４ 各種委員会

２―４―１ 鳥居基金（蒲生委員長）：平成１８年度第２回鳥

居基金は，大場武，小松大祐，中山典子の３氏に交

付することとした。今回は９件という多数の応募が

あり，地球化学分野の活性化という観点からは好ま

しい傾向と考えられる。若手大学院生からの申請書

類の中には，不注意によるミスが散見されるものが

あり，一般的な申請書類の書き方について指導教員

による適切な指導が望まれる。「海外渡航」用申請

書類に「研究の目的」を記載する欄があるが，国際

会議における研究発表への助成を求める申請が多数

を占めることから，「渡航の目的（抱負）」等の表現

に変更すべきとの意見があった。また，研究集会に

ついては，毎回申請される集会がほぼ固定されてし

まい，委員の選考基準は大きな変化がないことか

ら，毎年同一の研究集会が採用される結果になって

いる。例えば，ある年度によっては，研究集会を地

球化学を重点的なテーマに設定するように促す意味

で，こちらについても少し交付申請書の書式を変更

し，申請年度で「地球化学」振興の具体的な計画を

記述できるように変更してはどうかと考えられる。

（例えば，逆に地球化学以外の分野を重点にした時

にはわざわざ申請しないよう指導することができ

る。）上記の事項を検討の上，今後の募集要項に掲

載することとした。

２―４―２ 日本地球惑星科学連合企画委員会（海老原評

議員）：来年度の大会では，例年どおりの企画が予

定されている。変更点としては，公開プログラムに

おいて特定の分野に固定せずに，新世紀のフロンテ

イアを展望するテーマを検討することにした。次回

の企画委員会（１１月）までに持ち寄る。

２―４―３ 教育問題検討委員会（蒲生副会長）：年会の課

題講演において，滝上，津野の両教育問題検討委員

をコンビーナーとした理科教育教育問題のセッショ

ンを開催する。このセッションの結果を踏まえ，夜
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間小集会で問題点を議論する。

２―５ ２００６年度年会について（永井評議員）：国際文献

に対して，年会業務および要旨集印刷に関する見積

依頼と発注を行なった。日本地球化学会ニュースに

「２００６年度日本地球化学会年会のお知らせ�２」を掲
載した。年会HP運用を６月１日に開始した。最終

的な講演登録数は合計で２５６件であった。学生のポ

スター発表の優れたものに対して，ポスター賞を授

与することとした。選考は年会準備委員および幹事

会メンバー等の採点に基づいて行い，懇親会で表彰

式を行う。第１回日本地球化学会ショートコースを

９月１２日に学会講演会場を使用して開催した。夜間

小集会を９月１３日夜に開催する。

２―６ 中国語版，韓国語版の学会パンフレットについ

て（蒲生副会長）：中国語版（冊子体と web site）

のパンフレットは張評議員の，また韓国語版（web

siteのみ）は金奎漢氏の協力によって編集を進め印

刷を完了した。

２―７ ゴールドシュミット国際会議に関する報告（蒲

生副会長）：本学会から会議に対して例年どおり

３，０００ドルの賛助金を提供した。本学会のブースが

設置され，学会の広報活動を行った。９／１の Plenary

Sessionにおいて GJ賞の授与を行なった（Cita-

tionは Q. Z. Yin博士）。なお，全講演数１，４３９件

（うちポスター３１８件），日本人の講演は口頭発表５０

件，ポスター９２件であった。

２―８ 日本地球惑星科学連合プログラム委員会からの

報告（角皆評議員）：２００７年より大気化学研究会が

主催する「大気化学」のレギュラーセッション化が

決まり，日本地球化学会がこれを後援することが報

告された。合同大会で本学会の存在をアピールする

方策を，将来計画委員会で検討することとした。

３．審議事項

会員異動（２００６／６／１～２００６／８／３１）

【入会退会の承認】

平成１８年６～８月の会員の異動を承認した。

【入会】

（６月）

一般会員

９２８２４０２ TEJADA, Maria luisa Garcia

Japan Agency for Marine-Earth Science

and Technology, Institute for Research

on Earth Evolution

９２８２４０４ 安岡由美 ヤスオカユミ

神戸薬科大学放射線管理室

９２８２３７７ 山口耕生 ヤマグチコウセイ

海洋研究開発機構 IFREE-JAMSTEC

９２８２３８０ 壷井基裕 ツボイモトヒロ

関西学院大学理工学部化学科

学生会員

９２８２３８７ 中島美和子 ナカジマミワコ

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

９２８２４０８ 富田純平 トミタジュンペイ

金沢大学自然科学研究科物質化学専攻低レ

ベル放射能実験施設

９２８２４０９ 坂口 綾 サカグチアヤ

金沢大学自然科学研究科

学生会員（修士パック）

９２８２３９９ 竹内ふみ タケウチフミ

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科

学専攻地球化学講座

９２８２４０１ 中村真仁 ナカムラマヒト

神戸大学自然科学研究科地球惑星科学専攻

９２８２４０６ 岡崎寛大 オカザキトモヒロ

北海道東海大学大学院理工学研究科環境生

物科学専攻

（７月）

学生会員

９２８２４０３ 奥沢和浩 オクサワカズヒロ

北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専

攻物質循環・環境変遷学河村研究室

９２８２４１１ 岡野和貴 オカノカズキ

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻有

機地球化学研究グループ

９２８２４１４ 山本祐平 ヤマモトユウヘイ

広島大学大学院理学研究科地球惑星システ

ム学専攻表層環境地球化学研究室

学生会員（修士パック）

９２８２４０５ 山根雅子 ヤマネマサコ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻横山研究室

９２８２４０７ 川島龍憲 カワシマタツノリ

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻地

球惑星システム科学講座有機地球化学研究

室

９２８２４１０ 小竹翔子 オダケショウコ

東京大学大学院理学系研究科化学専攻
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正会員 （一般）（学生）
（学生）
（修士パック）

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 海外会員

２００６／５／３１ ９１７ （７７８） （９３） （６） （４０） １１ １２ ９４０ ３９

入会 ２７ （５） （１１） （１１） ２７ １

退会 －６ （－４）（－２） －６

変更 （１）（－１）

２００６／８／３１ ９３８ （７８０）（１０１） （１７） （４０） １１ １２ ９６１ ４０

９２８２４１２ 福本 塁 フクモトルイ

東京大学新領域創成科学研究科自然環境学

専攻

９２８２４１７ 内山嘉子 ウチヤマヨシコ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻平田研究室

９２８２４２１ 若林貴弘 ワカバヤシタカヒロ

東京工業大学理工学研究科地球惑星科学専

攻平田研究室

（８月）

一般会員

９２８２４２５ 徂徠正夫 ソライマサオ

�独産業技術総合研究所地圏資源環境研究部
門地圏環境技術研究グループ

学生会員

９２８２４２４ 坂本直哉 サカモトナオヤ

北海道大学理学研究院自然史科学専攻圦本

研究室

９２８２４１３ 光延 聖 ミツノブサトシ

広島大学大学院理学研究科地球惑星システ

ム学専攻表層環境地球化学講座

９２８２４２７ 中村隆志 ナカムラタカシ

東北大学大学院理学研究科地学専攻中森研

究室

９２８２４２８ 竹田光世 タケダミツヨ

首都大学東京大学院理工学研究科分子物質

化学専攻宇宙化学研究室

９２８２４２９ 山崎俊輔 ヤマザキシュンスケ

首都大学東京大学院理工学研究科分子物質

化学専攻宇宙化学研究室

学生会員（修士パック）

９２８２３８３ 今野 祐多 コンノユウタ

北海道大学理学院自然史科学専攻角皆・中

川研究室

９２８２４００ 宮川和也 ミヤカワカズヤ

名古屋大学理学部地球惑星科学科環境学専

攻地球環境科学地球化学講座

【退会】

（６月）

一般会員

２２８１８０３ 三ツ口丈裕

７２８１６７１ 横	久芳
８２８１１１３ 磯部敏幸

学生会員

３２８２２７０ 土井崇史

９２８２２５６ 朴 芝鮮

（７月）

一般会員

１２８１８５５ 
木伸司（逝去）
【変更】

（６月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

４２８１９５１ 篠塚良嗣 学生会員 一般会員

２００６年８月３１日現在の会員数

【会費滞納会員の除名の提案】

地球化学会では，２００２年度までは，５年以上会費滞

納の会員は除名してきた。２００３年第２回の評議員会で

２年以上の滞納者は評議員会の議決を経て除名される

ことになった。２００４年度第２回の評議員会で移行期間

として，２００４年度は４年５年の滞納者を，２００５年度は

４年３年の滞納者を除名することに決めた。今年度

は，３年の滞納者を第３回評議員会で除名し，２年の

滞納者については来年の会費振込みまで待つことに，

第２回評議員会で決めた。また，第２回評議員会で滞

納者リストを回覧し，滞納者に面識がある評議員に請

求書を渡してもらった。その他の会員に対しては学会

事務センターから請求書を郵送して８月末日までの期

限を設けて滞納会費の支払いを促し，期限までに未納

の場合は除名する旨を伝えた。以下の会員は滞納会費

の支払いが無いため除名を提案する。

３年滞納者（２２名）

一般会員（１１名）

坂東博，寺尾宏，FOUILLAC, A. M., TARAN, YURI，

神山孝吉，甲斐綾子，浅川敬公，箕浦名知男，木島宣

明，吉川英樹，TRUESDELL, ALFRED H.

学生会員（１１名）

高野稔之，鈴木麻衣，伊藤雅史，竹井宗靖，上嶋敏功，

河野徹士，KHAN, M. GOLAM MOSTOFA，菅家博

英，Danielache, Sebastian Oscar, DERBALAH, ALY
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SALIMAN HAMED，野口真弓

３―２ ２００５年度事業報告・２００６年度事業中間報告・

２００７年度事業計画（植田幹事）：それぞれの事業内

容について説明がなされ，承認された。

３―３ ２００５年度決算報告・２００６年度会計中間報告・

２００７年度予算（小畑幹事）：それぞれの会計内容に

ついて説明がなされ，承認された。

３―４ ２００６年度総会議事次第（植田幹事）：総会の議事

次第について説明がなされ，承認された。

３―５ 委員の改選：学会賞選考委員，鳥居基金選考委

員の選挙がなされ，学会賞選考委員には河村公隆会

員，圦本尚義会員，清水洋会員（次点：川幡穂高会

員，蒲生俊敬会員）を，鳥居基金選考委員には野津

憲治会員（次点：佐野有司会員，鍵裕之会員）。来

年度の学会賞選考委員長は河村公隆会員，鳥居基金

選考委員長は野尻幸宏会員に委嘱することとした。

３―６ Geochemical Journalのデータベース公開と電

子化について（蒲生副会長）：GJの論文で掲載後

２年経過したものについては，海外の図書館がデー

タベースを共有することを学会として承認した。電

子化に向け，今年の年会でその方向であることを年

会で報告をする。また，ハードコピーを必要とする

会員の数を来年初めまでにアンケートで調査し，そ

れを踏まえて来年の年会で，将来電子版を主にする

方針をはかる。

３―７ 日本地球化学会からの学術会議の陸水小委員会

のメンバーとして，高田秀重氏を推薦することが承

認された。

３―８ 今後の評議員会・幹事会の予定

２００６年度日本地球化学会総会：

９月１４日� 日本大学百周年記念館

２００７年度第１回幹事会 ２月１０日� 大阪

第１回評議員会 ２月１７日� 山上会館

学会・研究会などのお知らせ

三朝国際インターンプログラム２００７

三朝国際インターンプログラムは２１世紀 COEプロ

グラムの一環として，国際研究・教育の推進を目的

に，国内外からの学部３・４年生並びに修士課程学生

（国籍は問わない）を対象として２００５年より継続的に

開催されています。２００７年においても７月２日�～８
月１０日�の６週間にわたり実施いたします。参加者は
それぞれ教員並びにその研究グループによる指導のも

と，当研究センターが推進している１）地球惑星化

学・年代学（ICP-MS, TIMS, SIMS, XRF等を用いた

地球惑星物質の元素・同位体測定等），２）高圧実験

科学・鉱物物理学（マルチアンビル装置を用いた高圧

実験，相平衡，電気伝導度，弾性，塑性的性質測定

等），３）高圧結晶化学・マグマ学（DAC，マルチア

ンビル装置，ガス圧装置等を用いた高圧実験，NMR，

Raman，IR分光法測定，MD計算，第一原理計算等）

に関する最先端研究プロジェクトに実際に参加してい

ただきます。プログラム終了時には，英語による研究

成果発表の実施を予定しています。このプログラムを

通して，高度な実験・分析技術に触れるのみでなく，

研究者としての経験や最先端研究への情熱が育まれる

ことを期待しています。なお応募書類ならびにプログ

ラムの詳細は岡山大学地球物質科学研究センターの

ホームページにてご確認下さい（http://www.misasa.

okayama-u.ac.jp/home_j.shtml）。

実施期間：

平成１９年７月２日�～８月１０日�（６週間）
サポート：

旅費及び滞在費は全額負担します。なお滞在に際し

大学付属の宿泊施設を利用していただきます。

書類送付先：

〒６８２―０１９３ 鳥取県東伯郡三朝町山田８２７

岡山大学地球物質科学研究センター 中野芳子宛

E-mail：coe@misasa.okayama-u.ac.jp

問い合わせ先：

岡山大学地球物質科学研究センター

薛 献宇 助教授（プログラムコーディネーター）

E-mail：xianyu@misasa.okayama-u.ac.jp

または他の教員（教員リストはホームページ参照）

第１２回放射化分析の最近の動向に関する国際会議

（MTAA‐１２）

会議概要：

「放射化分析の最近の動向に関する国際会議」は

１９６１年にアメリカ合衆国において第１回会議が開催さ

れ，平成１９年度に１２回目を迎えます。関連分野の国際
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会議がいくつかある中で，放射化分析に関する国際的

な研究発表の場として，最も重要な会議と位置づけら

れています。日本での開催は今回がはじめてであり，

放射化分析研究会が主体となり，その会員の中から国

内組織委員会が組織され，名目的な開催主体である国

際放射化分析委員会と連携しながら開催準備をすすめ

ています。放射化分析は地球化学，宇宙化学の分野で

広く利用されており，それに関連するセッションも設

定される予定です。多数の皆様のご参加をお待ちいた

します。

開催日：２００７年９月１６日�～９月２１日�
開催場所：首都大学東京南大沢キャンパス

交通機関：京王相模原線南大沢駅

発表形式：口頭発表（２会場）とポスター発表

課題討論：

１．技術【機器的方法，放射化学的方法，研究施設，

放射化源，検出器，ソフトウエア，画像化，インビー

ム技術】

２．応用【考古学，農学，食物学，犯罪科学，環境科

学，宇宙地球化学，工業，医学，放射性医薬品】

３．核データ

４．分析値の信頼性（QC/QA）

５．分析法比較【ICP-MS, AMS, PIXE, SOR-XRF】

これらのテーマごとの討論を通して，現在の放射

化分析の動向を総括し，今後の同分析の展開計画に

ついて展望する。

各種締切：発表申し込み ２００７年４月３０日

参加早期登録 ２００７年６月３０日

プロシーディング原稿 ２００７年９月１７日

参加費：

早期登録（２００７年６月３０日まで）

一般５０，０００円，学生３０，０００円，同伴者２０，０００円

２００７年７月１日以降

一般６０，０００円，学生３６，０００円，同伴者２４，０００円

参加費には，要旨集，バンケット，エクスカー

ション，プロシーディングを含む。

宿泊：組織委員会では直接斡旋いたしません。㈱日本

旅行が本会議のための宿泊予約のWebページを開

設いたします。

ホームページ：http://www.mtaa12.com

問い合わせ：

１９２―０３９７ 東京都八王子市南大沢１―１

首都大学東京理工学研究科

分子物質化学専攻宇宙化学研究室内

MTAA―１２事務局 海老原充，大浦泰嗣

Tel：０４２―６７７―２５５３，２５４８，Fax：０４２―６７７―２５２５

mtaa12＠center.tmu.ac.jp

人事公募

首都大学東京大学院理工学研究科分子物質化学専攻

助教・１名

１．職種・人員：助教・１名

２．専門分野：宇宙地球化学・放射化学

３．担当予定科目：化学実験，化学専門実験，無機及

び分析化学演習，化学コロキウム

４．応募資格

� 博士の学位をもつこと，若しくは，平成２０年３

月末日までに取得見込みであること。

� 宇宙・地球化学的固体試料の元素・同位体組成

に興味を持ち，その分析に意欲的に取り組める

方。

５．採用年月日：平成１９年１０月１日

６．処遇：職位・業績・職務内容に応じた年俸制，退

職手当は法人退職時に別に支給。

７．任期：５年（助教として３年間の更新が可能）。

ただし，６３歳となった年度の末日をもって退職とな

る。

８．応募書類

� 履歴書（所定様式）

� 教育研究業績一覧（様式不問）


 研究業績リスト（様式不問）

� 主要な研究論文の別刷・コピー３編以内，各３

部

� 研究業績の概要２，０００字以内（様式不問）

� 採用後の活動計画１，０００字以内（様式不問）

� 応募者について意見を聞くことのできる方２名

の住所・連絡先

※所定様式及び記入要領は下記ホームページからダ

ウンロードすることが可能です。

http://www.tmu.ac.jp/employ/teacher.html
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９．提出方法

� 簡易書留で一括郵送して下さい（宅配便可）。

� 封筒等に「教員公募書類在中（化学コース，宇

宙地球化学・放射化学）」と朱書きして下さい。


 応募書類は返却しません。

１０．提出先

〒１９２―０３９７ 東京都八王子市南大沢１―１

公立大学法人首都大学東京総務部総務課人事係

１１．提出期限：平成１９年５月７日（必着）

※海外から応募される場合には郵便事情を考慮され

るようお願いします。

１２．選考方法

� 一次選考：書類選考

� 二次選考：応募締切後，適宜面接を行います。

なお，時間・場所等の詳細は別途ご連絡します。

※面接にあたり必要となる旅費・滞在費等は応募者

の負担となります。

１３．問い合わせ先

� 公募全般に関すること

公立大学法人首都大学東京総務部総務課人事係

落（おち）あや

Tel：０４２―６７７―１１１１ ex．１０７８

Email：aya-o@comp.metro-u.ac.jp

� 専門分野に関すること

海老原 充

Tel：０４２―６７７―２５５３

Email：ebihara-mitsuru@c.metro-u.ac.jp

院生による研究室紹介 No．５

名古屋大学大学院環境学研究科

地球環境科学専攻地球化学講座

若木重行

地球化学愛読者の皆様，お待ちかねの「院生による

研究室紹介」の時間です。今回の「院生による研究室

紹介」では，名古屋大学大学院環境学研究科地球環境

科学専攻地球化学講座を紹介させて頂きます。

名古屋大学の地球惑星科学教室には，大講座として

地球化学講座が存在します。現在，地球化学講座に

は，田中剛教授，川邊岩夫教授，山本鋼志助教授，三

村耕一助教授，淺原良浩助手の５名の教員と，後期課

程大学院生２名，前期課程大学院生１０名，学部生７名

（うち留学中１名）および秘書さん１名が所属してい

ます（図１）。また，昨年度まで地球化学講座に所属

していた，年代測定総合研究センターの南雅代助教授

も研究・教育の両面から講座の活動に参加されていま

す。大学院生は，地球科学系の学部出身者以外にも，

理学部化学科や薬学部（０３修士卒），工学部（０６修士

卒）など他学部・学科出身の者や，現役の高校教師な

ど多種多様な経歴の持ち主が集まっています。

地球化学講座は大講座であり，公には地球進化学講

図１ 全体写真（後列右端が田中剛教授，中列左から３人目が川邊岩夫教授，前列右端
が三村耕一助教授，後列右から３人目が淺原良浩助手，左上が山本鋼志助教授，
右上が南雅代助教授，後列左から２人目が筆者）
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座と地球化学講座の２グループに分かれます。実際に

は，６名の先生方がそれぞれ独立に研究を行われてい

るので，研究面では６つの研究室が集まっているよう

な形になります。実質６研究室ということで，講座に

設置されている（あるいは利用可能な）実験・分析機

器は，かなりの量になります。

表面電離型質量分析計（TIMS）２台（図２），四

重極型―表面電離型質量分析計，四重極型 ICP質量

分析計（ICP-MS），ICP発光分光分析計（ICP-AES），

原子吸光分析計（AAS），イオンクロマトグラフ２

台，ガスクロマトグラフ n台（nは１以上の自然

数），ガスクロマトグラフ―質量分析計，元素分析

計，衝撃銃。ガスクロに至っては，現在は使用されて

いないものや温泉ガスの観測点に設置されているもの

もあるため，総数を把握する事は困難です。この他

に，教室共用の蛍光 X線分析計（XRF），RIセンター

のオートサンプルチェンジャー付 Ge半導体 γ線検出

器の利用はいつでも可能です。さらに，南先生とその

指導生は，年代測定総合研究センターの加速器質量分

析計（AMS）および気体用質量分析計を使用してい

ます。これらの分析機器はそれぞれ管理する教員が決

まってはいますが，機器の利用にはまったく垣根がな

く，学生が望めばどの機器を用いる事も可能な状態で

す。ですので，同一試料から多くの情報を取り出す事

の可能な研究環境であるといえます。

現在講座で行われている研究をキーワード的に挙げ

てみると，Ce同位体を用いた地球の物質進化の解

明，地球化学図，希土類元素の安定同位体地球化学，

地球化学的地震予知，希土類元素の地球化学，有機溶

媒抽出金属元素を用いた環境評価，岩石中の陰イオン

定量法の確立，衝撃による有機物の進化と有機宇宙化

学，化石骨の１４C年代測定・食性解析，南極隕石や湖

底堆積物の１４C年代測定，海洋砕屑性堆積物を用いた

古環境解析，麦酒の美しい注ぎ方（T教授），飲み会

でのエタノール摂取が人間関係に及ぼす影響（図

３），となります。

講座では，コロキウム（セミナー）を週１回，大講

座全体で行っています。学生は年４回，教員は年１回

の発表を担当し，論文紹介か自身の研究発表を行いま

す。前述のように講座内での研究内容が多岐にわたる

ため，自分の専門ではない内容の話がほとんどなの

で，勉強になるとともに視野が広がります。自身の発

表の際にも，あまり自分の研究分野に詳しくない聴衆

（特に４年生）への配慮を心がける必要があり，口頭

発表のいい練習になります。ちなみに，これを忘れる

と４年生が次々に脱落して眠りの世界へ誘われて行く

図３ 飲み会における師弟関係

図２ 実験室風景（表面電離型質量分析計） 図４ 餃子。これはごく一部にすぎない
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のを見ながら発表する事になります。

ここ数年講座の学生の間でブームになっているの

が，餃子です。「夏と言えば麦酒」，「麦酒と言えば餃

子」，という安直な三段論法に基づき，毎年７月に餃

子を作れるだけ作るという趣旨の飲み会を開催してい

ます。日頃の実験で培った技術を生かすことで，最大

で８００個もの餃子を作り上げる事が可能となりました

（図４）。いよいよ来年は１，０００個の壁にチャレンジし

ようと考えています。

紙面の都合で紹介しきれなかった点もありますの

で，詳しい情報は講座のHP（http://krypton.eps.

nagoya-u.ac.jp/）をご覧下さい。また，名古屋におい

での際には，ぜひ地球化学講座にもにお立ち寄り下さ

い。

女性研究者に聞く No．５

独立行政法人海洋研究開発機構

地球環境観測研究センター

地球温暖化情報観測研究プログラム

古海洋環境復元グループ

サブリーダー 原田尚美

「研究分野は？」

古海洋学，有機地球化学

有機化合物を中心としたバイオマーカーを用いて過

去の気候変動の実態を把握するという研究に力を入れ

ています。

「家族は？」

一般企業のサラリーマンをしている夫が１人（単身

赴任中）。大学時代の専門分野も異なるので私が何を

研究しているのか，詳細を知らないと思います。その

おかげか，家庭と仕事場とで，過ごす間の頭の中を完

全に切り替えることができています。夫の会社でも研

究所を持っており，研究者は「もっと広い視点を持つ

べき」と感じることがあるらしく，一般の社会人から

見た研究者の考えや活動の狭さについて指摘をしてく

れるとてもありがたい存在です。

「アカデミックな道に進もうと思ったきっかけは？」

時期は大学院博士前期課程２年の１２月。きっかけは

その時に初めて参加した東大海洋研究所「白鳳丸」の

研究航海。学位を取って研究者として生きていく力は

ないと思い修士で卒業と決めていたため，就職先も決

まっていました。修士論文で用いた海底堆積物は既に

研究室の先輩らが過去の研究航海で採取してきていた

試料であったため，航海がどういうものなのか知りま

せんでした。堆積物がどのように採取されてくるのか

どうしても自分で体験したく，指導教官（半田暢彦先

生）に頼んで乗船をさせてもらいました。太平洋赤道

域で右も左もわからない私は，海洋研の海底堆積部門

の諸先輩らの手伝い（足手まとい？）をしながら，ピ

ストンコアラーによって採取されてきた堆積物を目の

当たりにします。９０％が炭酸カルシウムで構成された

その堆積物は，真っ白で美しく，しかも１，０００年，１

万年といった膨大な時間を経て船上に揚がってきた試

料に触れた時の感動は今でも忘れられません。そのと

き，一緒に乗船していた半田先生がにやりと笑って，

「原田さんは，就職しちゃうから，これは後輩たちが

分析するんだからね。」と一言。その瞬間，自分でそ

の試料を使って研究できないことが惜しくて惜しく

て，下船後直ちに就職を断って博士後期課程への進学

を決意しました。

「博士に進むときの家族の反応は？」

上記のような状況で突然進学をしたいという私の申

し出に両親は唖然としていましたが「やれるだけやっ

てみなさい。」と応援してくれました。叔母の話から

母がとても心配していたと聞かされたのは随分後に

なってからでした。

「研究の中で印象に残るできごとは？」

学位論文を書くために最低３報の副論文を作成する

必要がありました。査読付きの国際誌をアクセプトに

まで仕上げていくのは，初めての人間にとって，しか

も英語が大の苦手の私にとって大変なことでした。そ

の１報目が印刷されて筆頭著者に自分の名前が書かれ

ている別刷りを見たとき，なんとも言えない達成感が

ありました。まだ１報目でしたから，ここで達成感を

感じていてはダメなのですが，「私にも書けた」と，

とにかくうれしかったことを憶えています。また，昔

を思い浮かべると，なかなか論文が進まなくてつら

かったり苦しかったり，特に学生時代は先が見えなく
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て不安だらけでした。それなのに，年に１度あるかな

いかのうれしい瞬間に出会うと，本当にうれしくてそ

れまでのつらい気持ちは一遍に吹き飛びます。その瞬

間をまた味わいたくて研究者人生にはまっています。

「女性ゆえに損（あるいは得）をしていると感じるこ

とがありますか？」

絶対数が少ないせいか，学会などで皆さんに顔と名

前を憶えてもらいやすいのではないかと感じ，その点

では得をしている気がしますが，普段は「女性ゆえ

に」と特別に何かを感じることはありません。しか

し，１度だけ「女性」であることを改めて実感するこ

ととなった経験があります。博士後期課程１年の時，

研究室へ依頼のあった南極観測隊への参加に，「自分

を行かせて欲しい」と半田先生に頼み込みました。先

生は大反対でしたがそれを押し切って参加することと

なりました（本当に今から思うと，なんとわがままで

奔放な学生だったかと反省しております。先生，ごめ

んなさい）。当時，女性の南極観測隊はまだ少なく，

すぐさま注目されることになりました。このとき，単

に女性だというだけで注目されたことに非常に戸惑い

ました。また，帰ってきてからも注目されるに値する

研究が何もできていないことで猛烈に落ち込みまし

た。その落ち込みはその後何年も続きましたが，ここ

から脱却するためにはとにかく良い研究をめざして努

力するしかないと自分に言い聞かせながら，周囲の皆

さんに助けられながらなんとかやってきました。努力

を怠らないようにと常に思わせてくれる出来事として

経験できて良かったと思っています。

「後輩に一言（女性研究者へのすすめ）」

今回，この記事執筆へお誘いいただき，実は劣等感

の塊というダメっぷりをさらけ出しました。若者たち

を研究者の道へ誘うようなすてきなエピソードが書け

ていないことに，今気づきましたが，これが正直な姿

なのです。研究者の道に進んでみたいけれど怖れを感

じている若者たちへ，自信がなくて不安でも諦めがた

い何かをこの世界に感じていたら前に進んでみません

か？ 私は一所懸命応援します。

「みらい」船上にて揚収された海底堆積物試料を切り分
けているところ（右：筆者）
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